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ミクロネシア短期大学（College of Micronesia-FSM）担当教員：内尾太一   
概要（提携 2015 年～   ）通年 1 名（秋学期と春学期）または半年 2 名（秋学期）  
＜所在地＞ 

ホームページ       
P.O. Box 159, Kolonia, Pohnpei 96941 
TEL: (691) 320-2480. FAX: (691) 320-2479. 
http://www.comfsm.fm/ 

＜沿革＞ ミクロネシア短期大学（College of Micronesia-FSM）は 1972 年に設立されたミクロネシア連邦唯一の

高等教育機関である。教養学科、農業自然資源学科、経営管理学科、コンピュータ情報システム学

科、教育学科、ホテル・レストラン経営学科、海洋学科、ミクロネシア研究学科、等のコースが特色と

なっている。 同短期大学はナショナル・キャンパスがポンペイ州パリキールにあり、ポンペイ州コロ

ニアにポンペイ・キャンパス、チューク州・ヤップ州・コスラエ州にも各州のキャンパスがある。 

＜特色＞  

 

 

 

      

      

麗澤大学からミクロネシア短期大学に留学をする学生は、現地のミクロネシア人学生に対して開講

されているものと同じカリキュラムで学ぶことになる。そのため、留学に必要な英語のスコアは高めに

設定されているが、その分、充実した内容の講義を受けることが可能となる。例えば、ナショナル・キ

ャンパスでは、Business、Economics、Education、English、Speech Communication、English as 

Second Language、Exercise Sport Science、Social Science などのコースがある。各コースは、さらに

幾つかのセクションに分かれている（Social Science の場合：太平洋の地理、社会学入門、ミクロネシ

アの歴史、経済など）。 

コースには、日本の大学同様に、講義形式と演習形式の授業がある。講義形式の授業は、55 分ず

つ週３回（月水金）、あるいは 85 分ずつ週 2 回（火木）授業がある。演習形式では、週 1 回 175 分の

授業がある。授業によっては講義・演習を組み合わせたものもある。 

特筆すべき点として、この交換留学制度が実現する以前から、麗澤大学の国際的な活動の一つと

して、2013 年 2 月から、外国語学部学生有志がミクロネシア連邦でのスタディツアーを企画してきた

ことがあげられる。 *関連動画：https://www.youtube.com/watch?v=HFLblwqxkvE 

長期留学の場合にも、英語力を鍛えるだけでなく、太平洋の島嶼国の文化や社会、環境問題につ

いて関心のある学生の応募を期待している。 

＜宿泊＞ ナショナル・キャンパス内にある寮に入る。寮はシャワー・トイレ共同、24 時間寮のスタッフが常駐し

ている。寮生は 3 食すべてキャンパス内のカフェテリアを利用できる。寮内でキャンパスの Wi-Fi が

使えるが、Skypeなどアクセスが制限されるものもある。寮から街へはタクシーで片道 1ドル、20分程

度かかる。 

＜生活＞ 

 
 

ミクロネシア連邦は、海洋性熱帯気候に属し、1 年を通じて温暖である。公用語として英語が普及し

ているが、現地語もヤップ語、チューク語、ポンペイ語、コスラエ語など多様である。現地の人々の

ほとんどはキリスト教徒である。通貨は、米ドルが流通している。 

代表的な現地の食材にタロイモ、ヤムイモ、ブレッドフルーツ、ココナッツなどがある他、米も食べら

れている。また、主要なタンパク源として、魚やカニ、貝類などの海産物、および豚肉、鶏肉が挙げ

られる。 

マングローブ林や珊瑚礁、多様な動植物など、豊かな自然がミクロネシアの最大の魅力といえる。

それらを目当てに、世界中から観光客が訪れている。ダイビングや遺跡見学など、この国ならでは

の楽しみも数多い。 

その他、インターネット普及率も年々上がっている。また、ポンペイ島には、救急も扱う病院が二つあ

る。在留日本人は、約 130 名（2015 年 10 月現在）。 

（参考：JICA 生活情報、ミクロネシア連邦公式 Rainbownesia Project ホームページ） 

＜条件＞ TOEFL ITP 500 点 （TOEFL iBT 61）と同等か、それ以上の英語力を有すること。  

＜留学期間＞ 通年の場合：8 月初め（秋学期開始時）〜翌年 7 月半ば（サマーセッション終了時） 

半年の場合：8 月初め（秋学期開始時）〜12 月半ば（秋学期終了時） 

＜奨学金制度＞ 麗澤大学海外留学奨学金、麗大麗澤会海外留学奨学金 

授業料・寮費全額免除のため他の奨学金は受けられない場合もある。 

 

https://www.youtube.com/watch?v=HFLblwqxkvE
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１）留学先での費用 USD/学期 日本円/学期 支払い方法

授業料

施設費

寮費

食事代・生活費概算＄400×5ヶ月 $2,000 ¥240,000 学食：$4/meal　 $12/day

教材費 実費

合計① ¥240,000

２）渡航費用

航空運賃(概算） ¥209,000 6ヶ月有効の正規料金（8月出発）の場合

成田空港使用料・　海外空港税 ¥6,220

航空保険料・燃油特別付加運賃 ¥8,000

取扱料金/海外運送機関手配 ¥10,450

海外旅行傷害保険 ¥70,510 5ヶ月間の1例

合計② ¥304,180

留学費用概算　合計①＋② ¥544,180

３）麗澤大学への納入金

授業料 ¥415,000

施設費 ¥145,000 期日までに廣池学園経理課へ振り込む。

学友会費　　1学期のみ納入 （第1学期分3/31／第2学期分9/19）

後援会費

合計③ ¥560,000

留学費用概算　合計①＋②＋③ ¥1,104,180

全額免除

ミクロネシア短期大学

留学費用（2016年度秋学期の概算)　8月～12月
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